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今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

国語 論理回謡 2

教科書 :論理国語 (大修館書店)

副教材 :「プレミアムカラー国語便覧」(数研出版)

「重要頻出漢字リアルマスター3300」 (尚文出

版)

学習の

ねらい
言葉による見方・考え方を働かせ,言語活動を通して,国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成
する。

授業形態

ア ドバイス

など

。L選択者R選択者に分けて投業を進めます。グループ活動や個人での発表を含みます。
・予習として、教材となる文章を読み、意味のわからない語旬について自主的に調べるようにしていき

ましょう。授業や復習を通じて自分の考えを広げたり深めたりすることを趙掛けましょう。

・本や新聞などを読んで情報収集することを普段から意識するように,せ掛けましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断 ,表現 主体的に学習に取り組むR鳳度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

実社会に必要な国語の知識

や技術を身に付けている。

論理的、批判的に考える力を伸

ばすとともに、創造的に考える

力を基い、他者との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の患

いや考えを広げたり深めたりす

ること力ぐできている。

営業がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自党を

深め、言葉を通 して他者や社会に

関わろうとしている。

育てたい生徒像

(資賃・能力)
との関連

教養カ カ

カ

カ

解

考

現

理

思

表

白律カ

省泰カ

協働カ

主な

評価方法

小テス ト

定期考査

定期考査

レポート・活動報告書・観察

課題の取り組み状況

振り退リシー ト



学期 学習内容
学習の到逹目標

知識・技能 思考・判断・表現  i主体的に学習に取り組む態度

前
期

・世界を広げる「批評」の言葉

・余白の美学

・家族化するペット

・コミュニティから見た日本

・科学は生きている

。人工知能の可能性と罠

・文や文章の効果的な組

み立て方や接続の仕方

について理解を深めて

いる。
・主張とその前提や反証

など、情報と情報との関

係について理解を深め

ている。
・論証したり学術的な学

習の基礎を学んだりす

るために姓要な語句の

量を増やし、文章の中

で使うことを通して、需

感を磨き器彙を豊かに

している。
・文章の種類に基づく効

果的な段落の構造や論

の形式など、文章の構

成や展開の仕方につい

て理解を深めている。

・文章の種類を踏まえて

内容や構成、論理の展

開などを的確に捉え、論

点を明確にしながら妥

旨を把握している。
・設定した題材に関連する

複数の文章や資料を基

に、鮎要な情報を関係
づけて自分の考えを広

げたり深めたりしてい

る。
・文章の種類を踏まえて、

資料との関係を把握し

内容や構成を的確に捉

えている。

・文や文章の効果的な組

み立て方や接続の仕方

について理解を深め、学

習課題に沿って、論理の

展開を的確に捉え、文

章の内容について説明

したり話し合ったりしよう

としている。

・論証したり学術的な学習

の基礎を学んだりする

ために踏要な語旬の量

を増やし、複数の文章や

資料を基に自分の考え

を広げ、論述したり討論

したりしようとしている。
・文章の構成や展開の仕

方について理解を深め、

文章の内容や構成を的

確に捉え、その内容を説

明したり話し合つたりし

ようとしている。
・学習課題を発展させた

読書や研究などをしよう

としている。

後
期

・スキーマと記憶

・デジタル地図から見える世界

・社会的実在としての言語・法

貨幣

・分かち合う社会

・世界は、いま一―「多文化世

界」の構築

・グローパリゼーションと文化

・関連する文章や資料を

基に、書き手の立場や

目的を考えながら、内

容の解釈 を深めてい

る。
・論証したり学術的な学

習の基礎を学んだりす

るために踏要な語句の

量を増やし、文章の中

で使うことを通して、語

建を磨き穏彙を豊かに

している。
・主張とその前提や反証

など情報と情報との関

係について理解を深め

ている。
・文章の種類に基づく効

果的な段落の構造や論

の形式など、文章の構

成や展開の仕方につい

て理解を深めている。

・関連する文章や資料を

基に、書き手の立場や

目的を考えながら、内

容の解釈 を深めてい

る。
・情報の妥当性や信頼性

を吟味しながら、自分の

立場や論点を明確にし

て、主張を支える適切な

根拠をそろえている。
・多面的・多角的な視点

から自分の考えを見直

したり、根拠や論拠の吟

味を重ねたりして、主張

を明確にしている。
・文章の種類を踏まえて、

資料との関係 を把握

し、内容や構成を的確

に捉えている。

・言葉の働きを理解し、学

習課題に沿って、関連す

る文章の書き手の立場

や目的を考えながら内

容の解釈を深め、しヒ較

して論じようとしている。
・文章を多面的・多角的な

視点から評価し、複数の

文章を比較して論じよう

としている。
・学習に盤要な語句の量

を増やし、内容や構成を

的確に捉え、自分の考

えを論述しようとしてい

る。
・筆者の主張とその前提や

反証など情報と情報の

関係について理解を深

め、多面的な視点から

自分の考えを見直し、考

察した内容をまとめよう

としている。

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 2年シラバス

学習の

ねらい
我が回の言語文化に対する理解を深めるとともに、深く共感したり豊かに想像したりする力、創造的に考えるカ
を基い、他者との関わりの中で自分の思いや考えを広げたり深めたりする資質・能力を育成する。

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

国語 文学国語 I

教科書 : 文学国語 (筑摩書房)

投業形RH

ア ドバイス

など

・クラス単位で授業を進めます。グループ活動や個人での発表を含みます。

・予習として、教材となる文章を読み、意味のわからない謡旬について自主的に調べるようにしていき

ましょう。投業や復習を通じて自分の考えを広げたり深めたりすることを蔵掛けましょう。

評価の観点 知識 i技能 I   思考・判断・表現    I  主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

生涯にわたる社会生活に鮎

要な国語の知識や技能を身

に付けるとともに、我が国

の言語文化に対する理解を

深めている。

深く共建したり豊かに想像 し

たりする力を伸ばすととも

に、創造的に考える力を基

い、他者との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたりし

ている。

営業がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自党を

深め、営業を通して他者や社会に

関わろうとしている。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

教基カ 理解カ

思考カ

表現カ

自律カ

省察カ

協働カ

主 な

評価方法

小テス ト

定期考査

定期考査 課題の取り組み状況

授業への参加状況

振り退リシー ト

レポート 観察



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能   1  思考・判断・表現  i主体的に学習に取り組む態度
前
期

・中島教『山月記」

・李景亮「人虎伝」

。人物・情景・職情の描写

を的確にとらえて読むと

いう小説の読み方を身

:こ付けている。

・「近代小説」とその典拠

となった中国の「伝奇

小説」との本質的な相

違点を説明出来る。

・文学的な文章において

用いられる器 旬に慣

れ、意味や使い方を理

解出来ている。

・『読むこと」において、文

章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開、耐

情描写の仕方などを的

確に提えている。

・作品に表れているものの

見方、感じ方、考え方を

捉えるとともに、作品が

成立した背景を踏まえ、

作品理解を深めてい

る。
・「人虎伝」と『山月記」の

本質的な相違点を理解

することで、「山月記」

の作品理解を深めてい

る。
・作品を読むことで深める

ことが出来た自らのも

のの見方を工夫して文

章化することが出来て

いる。

!学習課題に沿つて、作品

を的確に理解しようとし

ている。
・自らの考えを他者に伝え

ようとしている。また、そ

の際に積極的に伝わり

やすい表現を工夫しよう

としている。
・協働して学習課題に取り

組み、理解を深めようとし

ている。
・振り退りをして、次の学習

課題を見つけようとしてい

る。

後
期

・夏目漱石『こころ」

「現代日本の開化」

。人物・情景。趙情の描写

を的確にとらえて読むと

いう小説の読み方を身

に付けている。
。「明治」という時代につ

いて、「現代」との違い

を説明出来る。

・文学的な文章において

用いられる器 旬に慣

れ、意味や使い方を理

解出来ている。

。「読むこと」において、文

章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開、ド

情描写の仕方などを的

確に捉えている。
・作品に表れているものの

見方、懲じ方、考え方を

捉えるとともに、作品が

成立した『明治」という

時代背景を踏まえた上

で作品理解を深めてい

る。

・作品を読むことで深める

ことが出来た自らのもの

の見方を工夫して文章化

することが出来ている。

・学習課題に沿って、粘り

強く『明治」という時代

についての考察を深め

ようとしている
。学習課題に沿つて、作品

を的確に理解しようとし

ている。
・自らの考えを他者に伝え

ようとしている。また、そ

の際に積極的に伝わり

やすい表現を工夫しよう

としている。

・協働して学習課題に取り

組み、理解を深めようとし

ている。
・振り返りをして、次の学習

課題を見つけようとしてい

る。

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科文系2年 シラバス

学習の

ねらい

営業による見方・考え方を働かせ、宮謡活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質

能力を身に付ける。

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

国語 吉典探究 3

教科書 :「吉典探究」古文編・漢文編 (数研出版)

副教材 :「プレミアムカラー国語便覧」(数研出版)

「新明説総合古典文法」(尚文出版)

「みるみる覚える古文単語 300」 (いいずな書店)

「精選漢文」(尚文出版)

授業形態

アドパイス

など

・r古文」と「漢文」|こ分|サて学習していきます。

・習熱度別で投業を進めます。グループ活動や個人での発表などを含みます。

・予習→授業→復習の積み重ねを続けてください。

・予習では重要語句の意味を調べ、自分の力で現代語訳を考えることが大切です。自分が理解できなかった点

や疑間を持った点を明確にして、目的意識を持って投業に臨んでください。

・しっかり昔読してください。音読することで古文や漢文独特の語調を身に付けることが重要です。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

生涯にわたる社会生活に必要

な国語の知識や技術を身に付

けている。

我が回の伝続的な言語文化に

対する理解を深めることができ

ている。

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を身に

付けている。

古典などを通した先人のものの見

方や感じ方との関わりを意識して、

自分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。

言葉がもつ価値への認識を深めると

ともに、生涯にわたって古典に親しみ

自己を向上させ、我が国の言語文化

の担い手としての自党を深め、言葉を

通して他者や社会と関わろうとしてい

る。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教基カ カ

カ

カ

解

考

現

理

思

表

自律カ

省察カ

協働カ

主な

評価方法

定期考査・課題考査

レポート・観察

定期考査・課題考査

レポート・観察

課題の取り組み状況・レポート

小テスト・振り退リシート観察

学期 学習内容
学習の到逢目標

知識・技能 思考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前期

十割1抄『大江山」

伊勢物語「初冠」

「筒井筒」

枕車子「すさまじきもの」

「大納宮各り給ひて」

見級日記「東路の道の果て」

「物語」

故事『買履忘度」

「漱石枕流」

「幸歌・工朗」

「画竜点晴」
r江南橘為江比根」

・古典の文の成分や順

序、文章の構成や展開の

仕方について理解してい

る。

・古典などを読むことを通

して、我が国の文化の特

質や、我が国と中回など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・古典を読むために必要

な文語のきまりや訓読の

きまり、古典特有の表現な

・文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に捉

えることができる。

・文章の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内容を的確に捉えること

おぐできる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を踏ま

えながら古典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・進んで古典作品を読む

ために発要な文語のきま

りや訓読のきまりについ

て理解を深めようとする

姿勢が見られる。
・吉典特有の表現に注意

して内容を的確に捉えよ

うとする姿勢が見られる。
・古典作品の書き手の考

えや目的、意図を提えて

内容を理解しようとする

姿勢が見られる。
・登場人物の,d情を叙述

を根拠として粘り強く理解



史伝『 史記』
r鴻門の会」

どについて理解している。

・器匂や句法を工しく理

解 した上で現代語訳が

できる。

・文章中にあるとヒロ僚の対

象を的確に理解 してい

る。

・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物のミ情を文脈

に従って丁寧に読むこと

ができる。

・絶句と律詩の区別、起承

転結の構成、対匂や押韻

などの修辞について理解

している。

・吉典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とぉ学ごきてぃる。

・漢詩の作詞の背無を踏

まえ、表現技法やスケール

の大きな発想などを読み

取り、考察できる。

しようとしている。

後期

方丈記『ゆく
'IIの

流れ」

大鏡「花山天皇の出家」

「由院の競射」

源氏物語「光源氏誕生」

「小柴垣のもと』

史伝『 史記』

『四面楚歌」

「項工自勿」」

思想『論語』

『五子』

『老子』

『荘子』

・古典の文の成分や順

序、文章の構成や展開の

仕方について理解してい

る。

・古典などを読むことを通

して、我が国の文化の特

質や、我が回と中国など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・古典を読むために踏妥

な文語のきまりや訓読の

きまり、古典特有の表現な

どについて理解することが

できる。

こ語句や句法を正しく理

解 した上で現代語訳が

できる。

・文章中にある比F偉の対

象を的確に理解 してい

る。

・中国の歴史・文化につい

て理解してヽヽる。

・登場人物の `む情を文脈

に従って丁率に読むこと

ができる。

・孔子・五子・老子・荘子

の主張と、巧みな説得術

を理解出来る。諸子百家

が生み出された時代背景

を理解している。

・文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に↓足

えることができる。

・文章の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内容を的確に捉えること

ができる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を踏ま

えながら吉典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とおヤごきている。

・登場人物の,む情を叙述

を根拠として考えること力ぐ

できる。

・自分の体験や思いが効

果的に伝わるよう、語匂な

どの表現の仕方を工夫す

ることおeできる。

・『 史記』を者した司馬避

の歴史に対する認識を理

解できている。

・進んで古典作品を読む

ために踏要な文語のきま

りや劇‖読のきまりについて

理解を深めようとする姿勢

が見られる。

・古典特有の表現に注意

して内容を的確に:足えよう

とする姿勢が見られる。

・吉典作品の書き手の考

えや目的、意図を提えて内

容を理解しようとする姿勢

が見られる。

・登場人物の,む情を叙述

を根拠として粘り強く理解

しようとしている。

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科理系・理数科 2年 シラバス

学習の

ねらい

言葉による見方・考え方を働かせ、宮謡活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質

能力を身に付ける。

授業形題

アドバイス

など

・「吉文」と『澳文」:こ分けて学習していきます。

・習熱度別で授業を進めます。グループ活動や個人での発表などを含みます。

・予習→投業→復習の積み重ねを続けてください。

・予習では重要語匂の意味を調べ、自分の力で現代語訳を考えることが大切です。自分が理解できなかった点

や疑間を持った点を明確にして、目的意識を持って授業に臨んでください。

こしっかり音読してください。昔読することで古文や漢文独特の謡調を身に付けることが重要です。

教科名 科日名 (校内名称 ) 単位数 教 材

回需 古典探究 2

教科書 :『古典探究」吉文編 ,漢文編 (数研出版)

副教材 :「プレミアムカラー国語便覧」(数研出版)

r新明説総合古典文法」(尚文出版)

「みるみる覚える古文単語 300」 (いいずな書店)

「精選漢文」(尚文出版)

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む題度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

生涯にわたる社会生活に基妻

な国語の知識や技術を身に付

けている。

我が国の伝統的な宮謡文化に

対する理解を深めることができ

ている。

論理的に考える力や深く共感した

りとかに想像したりする力を身に

付けているこ

古典などを通した先人のものの見

方や遵じ方との関わりを意識して、

自分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。

言葉がもつ価値への認識を深めると

ともに、生涯にわたって古典に親しみ

自己を向上させ、我が回の言語文化

の担い手としての自党を深め、言葉を

通して他者や社会と関わろうとしてい

る。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教基カ 理解カ

思考カ

表現カ

自律カ

省察カ

協働カ

主な

評価方法

定期考査・課題考査

レポート・観察

定期考査・課題考査

レポート・観察

課題の取り組み状況・レポート

小テスト振り退リシート・観察

学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 思考・判断・表現   1主 体的に学習に取り組む態度

前期

十訓抄『大江山」

伊勢物語『初冠」

枕草子『大納言李り給ひて」

見級日記『東路の道の果て」

故事 r買履忘度」

「漱石枕流」

「幸歌・工朗」

「画竜点晴」

「江由橘為江北根」

史伝『史記』

「鴻門の会」

・古典の文の成分や順

序、文章の構成や展開の

仕方について理解してい

る。

・古典などを読むことを通

して、我が国の文化の特

質や、我が国と中国など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・古典を読むために踏晏

な文語のきまりや割‖読の

きまり、古典特有の表現な

・文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に提

えることおせできる。

・文章の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内容を的確に捉えること

ができる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を踏ま

えながら吉典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・進んで古典作品を読む

ために踏要な文語のきま

りや訓読のきまt,につい

て理解を深めようとする

姿勢が見られる。
・古典特有の表現に注意

して内容を的確に捉えよ

うとする姿勢が見られる。
・古典作品の書き手の考

えや目的、意図を捉えて

内容を理解しようとする

姿勢が見られる。
・登場人物の,む情を叙述

を根拠として粘り強く理解



どについて理解している。

・器匂や句法を正しく理

解 した上で現代語訳が

できる。
・文章中にある比喩の対

象を的確に理解 してい

る。

・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物の 1せ情を文脈

に従って丁寧に読むこと

おでできる。

・絶句と律詩の区別、起承

転結の構成、対句や押韻

などの修辞について理解

している。

・吉典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とができている。

・漢詩の作詞の背景を踏

まえ、表現技法やスケール

の大きな発想などを読み

取り、考察できる。

しようとしている。

後期

方式記「ゆく
'11の

流れ」

大鏡「花山天皇の出家」

源氏物語『光源氏誕生J

「小柴垣のもと」

史伝『 史記』

「四面楚歌」

「項工自勿」」

思想『論器』

『孟子』

『老子』

『荘子』

・吉典の文の成分や順

序、文章の構成や展開の

仕方について理解してい

る。

・古典などを読むことを通

して、我が回の文化の特

質や、我が国と中国など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・古典を読むために踏妥

な文語のきまりや訓読の

きまり、古典特有の表現な

どについて理解することが

できる。

・器匂や匂法を正しく理

解 した上で現代語訳が

できる。

・文章中にある比喩の対

象を的確に理解 してい

る。

・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物の,む情を文脈

に従って丁寧に読むこと

ができる。

・孔子・孟子・老子・荘子

の主張と、巧みな説得術

を理解出来る。諸子百宗

が生み出された時代背景

を理解している。

。文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に捉

えること力ぐできる。

・文章の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内容を的確に捉えること

お゙できる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を踏ま

えながら古典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とができている。

・登場人物の ,せ情を叙述

を根拠として考えることおぐ

できる。

・自分の体験や思いが効

果的に伝わるよう、語匂な

どの表現の仕方を工夫す

ることができる。

・『 史記』を著した司馬遅

の歴史に対する認識を理

解できている。

・進んで古典作品を読む

ために雖要な文語のきま

りや劇1読のきまりについて

理解を深めようとする姿勢

が見られる。

・古典特有の表現に注意

して内容を的確にと足えよう

とする姿勢が見られる。

・吉典作品の書き手の考

えや目的、意図を提えて内

容を理解しようとする姿勢

が見られる。

・登場人物の
`せ
情を叙述

を根拠として粘り強く理解

しようとしている。

備考


